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          諮問第２７９号 

          作物統計調査等農作物等の生産に関する統計調査の改正について 

                        

 標記について、統計法施行令（昭和２４年政令第１３０号）第１条の３及び統計報告調 

整法施行令（昭和２７年政令第３９６号）第１条の２の規定に基づき、統計審議会の意見 

を求める。 

   

                                   理   由 

  

  農林水産省は、作物統計調査（指定統計第３７号を作成するための調査）及び養蚕収繭 

量統計調査（指定統計第３８号を作成するための調査）並びに農作物の生産に関する統計 

報告の徴集について、農作物等の輸入動向や消費構造の変化に伴う生産動向の変化、政策 

ニーズの変化等を踏まえ、農作物等の生産実態等の的確な把握と統計体系の整備、調査の 

効率化等を図る観点から、以下の改正を行うことを計画している。 

1) 作物統計調査については、平成１４年４月以降、調査対象品目の見直し、調査方法の 

  変更等を行うとともに、別途統計報告の徴集として実施している工芸農作物調査等を統 

  合した上で、引き続き、指定統計調査として実施する。ただし、小豆等一部の調査対象 

  品目に関する調査については、作物統計調査から除外し、別途統計報告の徴集として実 

  施する。 

2) 養蚕収繭量統計調査については、平成１４年４月以降、指定統計調査から統計報告の 

  徴集へ変更し、調査の一部中止、調査対象範囲の縮小、調査対象数の削減等を行った上 

  で実施する。 

 今回の改正計画については、諮問第２４２号の答申「統計行政の新中・長期構想」にお 

いて「農林水産業をめぐる諸変化の下で、農林水産統計の重点化を図りつつ、簡素効率化 

を進める」こと等が提言されていることを踏まえ、検討する必要がある。 

                                                     


